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Electro-optical effe ct of th号dispe rse syste m -fine grains of an anisotropic crystal and an isotropic 
liquid has be e n  obse rve d. The dispe rse phase and th巴 disperse me dium are powde re d KDP crystals 
and clove oil， re spe ctive ly. Effe cts of the e le ctrohydrodynamic flow， the fie ld inducèd orientation of 
grains and the grain-concentration have be en  obse rve d. The forme r two phenomena are similar to what 
occur in ne matic liquid crystals， but the latte r is not so . The grain concentration is dominant in 
















こではKDP (K H2PO .) を使用する。比重 2. 2381 )llo 
=1. 52932 ne =1 . 4 8432(365 0.  146A )叫液体には
液浸法 で使う clove oil (ちょうじ油)で屈折率1 .530
3 )のものを用いた。KDPを乳鉢 にて細紛化し、 0. 01
μ一数μの powde rにする。


















いもの。 このうち①と②は一定時聞が経過すると静 考えられるが、 分極の方向が電界の方向と一致する
止する。 ③は常時起っている運動である。
①配向を変える結品










































3 - 2 交流電圧を印加した場合
次に交流電圧を印加した場合であるが、 印加電圧
及ぴ、 その周波数によって、 結品の運動や全体の様
子が様 々であり、 透過度の変化も観察される。 こう
した動きは、 直流印加の場合と比較して、 大きく異
なっており、 はるかに活発である。
3 - 2 - 1  結品の配向パターン及び結品の挙動
クロスニコル状態での偏光顕微鏡下の配向パター
ンを写真 1ー ( a)- ( g)に示す。 ( a)は電圧を印加する
前のパターンである。 5Hz ( sin) で電圧を徐々に上
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集団が多数できる様になる。 (写真1 ( c))0100Hz 90 
Vになると、 一部に乱流が生じて粒状集団と乱流が
同時に存在する。 (写真1 (d))o 100Vでほぼ全体が
乱流状態となり、 写真1 ( e) と同様のパターンとな
る。1 KHz 近くまで乱流が存在し、 2 - 3 K Hz'こな




が 拡散して行き、 十分な時間の後には写真1 ( a) の
状態となる。 それぞれのパターンを、 す み やかに初
期 の分散状態に戻す ためには、 一度乱流状態にした
後に電圧を除いてやれば良く、 電圧を除いた直後に
は写真1 ( g) の様な状態となっている。 この状態は
分散が十分になされているが、 平 衡状態ではなく、
3 - 5分で写真1 ( a) の平 衡状態に戻る。
3-2 - 2 セルに交流電圧を印加した時の透過
光応答波形
































げて行くと、 結晶が 細かく動き出し、 40V前後で結
晶が 細かい不規則運動をしながら突然、 網状のパタ
ーンを作るようになる。 (写真 1 (b))。 さら に電圧




50- 60Hzまてり網状 パターンは観察される。80Hz- 100 
90 
\。
む cell thîckness 
制I 50μm 
摺 | ロ 5 KHz 
制 | 企3KHz ポ801-



























3 - 2- 4 光透過度の周波数特性
乱流の threshold 電圧以上の電圧 ( 15 0Vrms) と
threshold より低い電圧 (20Vrms) の光透過度の周
波数特性を図 3に示す。 この特性曲線から 3つの領
域が考えられる。 すなわち、 200Hz以下と200Hz -
1 K Hz、 1K Hz 以上の 3つの領域である。 15 0Vrms
曲線においては200Hz以上で1ま完全な乱流状態とな
っており、 光が激しく散乱きれていると考えられ、
200 Hz - 1 K Hzの領域では乱流が次第に弱くなり、





散乱面積 が fluid flow の起っていない時 より小き
い。 これが200Hz - 1 K Hzでは fluid flow が 弱く
なり、 1K Hzで fluid flowが消えて、 結品集団に








• 150V (rms) 









①イオン流によるfluid flow が原因 となる
②結晶間引力
①電圧が十分低い所で fluid flow が起っている




る。 電圧が高い場合には turblent flow ( 乱流状態)
となって結晶集団を形成できなくなると考えられる。
②結晶間引力による結品集団形成が原因となる場
合すなわち、 まず網状パターンの生ずる thre shold
電圧 より低い電圧において、 わずかに fluid flow 
が起っていると考える。 すると結品の分散は若干乱
きれ、 fluid flowの起っ:ている部分は結晶密度が小





め、 2結晶が電極に平行に並んで予いるとす ると、 結
品内、 外の電束密度の違いによって、 結品には電極
に平行方向とな る全ての方向に引っぱる力が働くこ
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あるいはfluid flowが無くても、 最初から 結品密度
が不均一であるとす る。 今、 この結晶密度が小きく
な っている部分の境界近くの2 つの結品に着目 して
み よう。 ( 図 - 6) 
図- 5
_ 1 1 F 1 一九 一方ア (m- Dü白 乙 1
結品 Bの質点に働く力は
これから D1>弘、 D .> D 2なら 引力が働くことになり、
互いに接近して行く。 これ を2 つのfluid flowには
きまれた部分を考え、 この両端に位置す る結品に働
く力を考えるとこの部分の結品は集団を形成す る方
向に移動す ると考えられ る。 網状パターンは①と②
の原因が重な って起るものと考えられ る。 さら に電
圧を上げると結晶同志がさら に接近して網状パター
ンがとぎれ、 結品集団ができる。 それ 以上の電圧で
は乱流 状態とな る。 乱流が起ら な い程の高い周波数
( 1 K Hz 以上)にな ると乱流は生ぜず、 高い電圧でも




結晶の透電率をC2、 液体の透電率 を ε 1 とす る。 もし、
ε 1 <ε 2ならここに生ずる電束は図 の様にな るはずで
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